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言 異性を有し当該臓器に一定の薬理学的影響を与え，
第1章緒
且つ治療学的意義を有することを明らかにした。 
W. Weichardtω(1931)は一定の蛋白分解産物の 叉 H.P. Wachter及び G.Sti1eくのは肝水解物が
非経口投与の作用を系統的にしらべ，各種臓器の機 肝及び腎のArsenobenzol傷害に対し保護作用あり
能に対し大量では抑制的K少量では促進的民作用す と報じて吾人の所見に同調している。
ることを認めたが， ζれは今日の見解に従えば全新 設において私は肺臓の水解物K関する発表に未だ
陳代謝に対し激しい影響を与えたため感染及び毒物 接しないので，乙れを作製してその薬理作用につい
に対する感受性の変化，免疫現象の変化などが起き て検討を行い，興味ある成績を得たので報告する。
れたのであるといわれるh
和田らωは牛乳・・Caseinの酸及び Alcali}とよる 第 2章実験材料
加水分解混合物 (21種の Amino-酸を証明した〉が， 第1節製法
実験的に赤血球再生，血清蛋白増加及び体蛋白分解 屠場より入手した新鮮な豚肺臓(気管を含む〉を
阻止作用を有すると報じてている。叉 CoTui仰は 細切し， 2倍量の 10%硫酸を加え 1000C2時間加水
蛋白加水分解Kよる Amino-酸と d占l1altose とを 分解した後J慮過し，沈降炭酸-Calciumで中和し吸引
胃潰蕩患者K適用して有効であるといっている。 櫨過して得た褐色澄明液を濃縮乾燥し粉末となした
最近に至り G.Harrer仰は脳水解物が生物学的に ものを原末とし，乙れを一定濃度K溶解してアムプ
重要な多くの Amino-酸を含有し，個々の Amino- ルに封入加熱滅菌を施したものを実験に供した。濃
酸相互が脳にとって最適度に有効な数量関係lとある 度はその標準を含有 Amino-N量におき Sりrensen
ため，従来の Amino-酸薬剤に比し還にすく守れた治 の Formol-滴定法を適用して 70mg/dlとした。
療効果を中枢神経系疾患、並びに機能障害応対して示 第 2節化学的性質の検討 
したと報じ，且つその臓器特異性を明らかにしてい 1) 呈色反応(第 1表〉
る。 Biuret，Ninhydrin，Millon及び Molischの各
本研究所においても鏑木∞は豚胃粘膜水解物が臓 反応は陽性であり， Xanthoprotein，硫化鉛， Cole 
器特異性を有して基及び家兎に造設した実験的胃潰 の Aldehyde，坂口及び Fehling反応は何れも陰性
蕩K対して著効を見て，叉端野ωは豚腎水解液を以 で， Pauli・・反応は燈黄色を呈した。
って家兎昇宗腎炎の治癒を促進せしめ，佐藤及び 以上により Tyrosineその他の Aniino-酸及び少
林のは醇水解物，佐藤(8)は脳水解物が夫々の臓器特 量の糖質の存在が考えられ， Histamineの存在は認
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第 1表化学的性質
反 応
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められない。
2) 沈澱反応(第1表〉 
判 定 
十 
+ 
+ 
+ 
燈黄色 
+ 
+ 
+ 
十 
-十
70mgjdl 
酒精， Trichlor-酢酸，酢酸鉛， Picrin-酸及び苛性
ソーダで沈澱するが，煮沸試験及び Sulfosalicyl~酸
で沈殿を生じなかった。
以上により Polypeptideの存在が考えられる。
3) ペーパー・クロマトグラフィー 
Whatman No. 1 K匹敵する東洋穂紙 No.51 (2 
x40 cm)を 5枚用い各々の下端より 5cmの位置
に検体を毛細管ピペットで直径 2~3mm の円形に
点じ，乾燥後装置にかけ上昇法によって実施した。
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G. 筑色
他は繁赤色
展開溶媒には n-Butanol:酢酸:水==4: 1: 2 
を用い室温約180Cで 20時間展開を行い， 0.2% 
Ninhydrin・Butanol溶液を以って発色させて略々 
円形0)，:紫赤色及び黄色の Spotを得た(第 1図)の 
で，同様lζ標品 Amino-酸各種について展開発色さ
せて得た Spotrc照合して次の含有Amino-酸を確
認した。 Lysine，Taurine，Histidine，Glycine， 
第2表含有 Amino-酸 Rf値 
目市 水 解 液 
A標実m験inoR品酸Z 
実験 Rf 
NO.2 
H 
No.3 
H 
No.5。 均
1 Lysine 0.23 0.24 0.22 0.21 0.23 0.22 0.218 
2 Taurine 0.19 0.19 0.17 0.20 0.17 0.182 
3 Histidine 0.24 0.27 0.25 0.24 0.26 0.24 0.252 
4 Glycine 0.29 0.32 0.29 0.29 0.31 0.30 0.302 
5 l-Glutamirト酸 0.34 0.35 0.33 0.34 0.35 0.35 0.344 
6 l-Proline G 0.39 G 0.41 G 0.38 GO.38 G 0.40 G 0.41 G 0.396 
7 l-Tyrosine 0.51 0.48 0.48 0.51 0.49 
8 l-Valine 0.52 0.54 0.50 0.51 0.52 0.55 0.524 
9 Phenylalanine 0.64 0.64 0.62 0.64 0.63 0.64 0.634 
G:黄色，他は紫赤色。
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Glutamirト酸， Proline， Tyrosine， Valine 及
び Phenylalanineがそれである。それらの Rf値
( 試料の移動距離 )を示したのが第2表である。
溶媒前端の渉透距離/
以上の一次元展開でよく分離し得たので二次元展開
の要なしと思われ行わなかった。
尚糖質(10)については同じく酢酸-Butanol系溶媒
を以て 20時間室温約 200Cで展開を行い，発色剤を
とり代えて Ammonia性硝酸銀， Aniline hydro-
gen phthalate溶液及び Benzidin-酢酸溶液を以
ってしたが還元性糖を検出し得ず， Ehrlich試薬及 
ぴ Somogyiの銅試薬を用いたが Amino-糖を確認
し得なかった。
第 3章実験方法及び成績
第 1節一般薬理作用 
A. 摘出臓器に対する作用
1) 摘出基心臓は対する作用(附2図〉
塩谷第3法lとより検するに 1:20で運動振幅の半
減と不整脈が認められたが， 1: 50では軽度であり， 
1: 100では著変がなかった。 
2) 基後肢血管応対する作用
Laewen-Trendelenburg法により検するに 1:10 
---20--50--100の各濃度において作用が明らかでな
かった。 
3) 摘出家兎腸管に対する作用(附3図〉
Magnusの懸垂法によって検するに 1:50で振幅
の縮小と緊張の低下が見られ， 1: 100で緊張の低下
のみ見られたが， 1: 200では作用がなかった〈附 3 
むしろ増強した(附 5b図〉。 
B. in vivo における作用 
1) マウスに対する一般作用 
20g内外のマウス背部皮下に検体 1cc/10g注射
して何等の異常を.呈さなかった。 
2) 家兎体温K及ぼす影響
検体 2cc/kg耳静脈内注射して 30分毎検温した
が直腸温は注射前値と殆んど差がなかった。尚当然 
のことながら発熱の原因となる細菌の検索を Natri・
um・thioglycolate培地を用いて行ったが陰性であ
った。 
3) 家兎頚動脈圧及び呼吸に及ぼす作用(附6
図〉
体重 2.15kg前後の家兎を 19/kgの Urethane麻
酔の下K観血的に型の如く頚動脈圧及び呼吸に対す
る作用を検すると，検体 2cc/kg耳静脈内注射Kよ 
つては著変を与えなかったが， 4cc/kgでは一過性
の軽度の血圧の上昇と呼吸運動の一過性増幅とその
後の抑制が認められた。 
4) 家兎血液像に及ぼす影響〈第 3表〉 
4cc/kg耳静脈内注射の場合，赤血球数及ぴ血色 
素量Kは著変がないが白血球総数は 4時間後におい 
て偽好酸球の増多による総数増加を呈し 8，. 24時
聞で旧値Iζ復した。従ってこの際の淋巴球は百分比
}とおいては減少，後回復したが絶対数は終始殆んど 
不変で白血球総数の増減には与らなかった。
血小板数は Fonio民法変法で，網状赤血球数は
Pa ppenheim氏法で算定したところ 2--3時間後 
a図〉。尚その 1:50は塩酸-Hist'amine1: 105 Kょ に著増し 24時間後Kは旧値K復した。
る緊張上昇を抑制したが(附 3b図)， Acetylcho-
line 1: 107による緊張上昇を抑制しなかった。 
4) 摘出海摂腸管応対する作用(附4図〉 
1: 500より高濃度で緊張上昇せしめたが(附 4a
図)，それ以下の低濃度では作用がなかった。尚 
Acetylcholine 1 : 107溶液による高度の緊張上昇に
対しその前又は後i乙検体 1:500.-...1000を作用させ
て僅かに低下せしめる程度〈附4b図)なのに比し，
塩酸-Histamine1: 106による緊張上昇に対しては
検体 1:1000で緊張低下し始め， 1: 500，1: 200と
階段的に低下せしめ 1:100 Kよって遂に Histami-
ne作用以前の緊張K近く迄低下した〈附4c図)。
5) 摘出海摂子宮K対する作用(附5図〉
1: 500で収縮を来したが 1:1000では作用がなか
った・(附 5a図)。叉塩酸-Histamine5: 107による
収縮に対しその前又は後に投与するも弛緩せしめず
5) 家兎血液凝固時聞に及ぼす影響(第4表〉 
Fonio・Sahli法iとより検するに正常雄性家兎K 
4cc/kgを耳静脈内注射の場合， 輝国時間は明らか 
に短縮し，1/2時間で開始時間は 1/3' 完結時間は
1/2，1時間では夫々 1/6，1/3・3になり， 3時間で旧に 
復した(第 4a表〉。
次氏血液擬固時間の延長を来すといわれている摘
牌家兎について行った。摘牌手術Kよる影響の消失
して而も未だ代償きれない術後 4，. 6日は血液凝固
時間は延長されているという報告(11)(12)K基き，術
後 6日自の家兎に同様の家験を行ったと ζろ， 1時 
間で開始・完結共 2/3程度の短縮を示し 4時間迄持 
続し 6時間で旧民復した。即ち正常家兎の場合より 
も短縮の効果は劣るが，摘牌による血液犠固時間の
延長を阻止し得た(第4b表)。
尚参考迄Il:R.Fischl創製の肺臓抽出物 Clauden 
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第 3表 家兎血液像に及ぼす影響
赤 網 白 白 血 球 分
血
P 
球 B M 
量 数 数
血球数
葉 
血小板
赤
血
球
状
血色素 
(%) (万〉 (弾。〉 数 。 。 向つ 
0 2.0 30.5 32.5 65.5 1.
3.5 32.0 35.5 62.5 1.
5.0 43.5 48.5 50.5 0.5 
6.5 54.0 60.5 39.0 0.5 
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第 4表 家兎血液凝固時聞に及ぼす影響
a. 正 常 ，家 兎 b. 摘牌家兎 c. Clauden (0.5 ccjkg) 
凝 間
開 結 
目日 6m
日 ! 日 同 

1j21 2m 
1 I1m 58 
11j21 l'm 358 
2 I2m 
3 6m 
4 6m 
.(注〉 m:分， s:秒
静注後(時間) 6m 30s 静 1 j2 1
3m 50s 1
静注後(時間)
後(時間)
4m 15s 9m 

4m 308 注 Pj2 4m 308 9m 458 

9m 2 5m 108 10m 108 
13m 3 4m458 10'm 
14 Iil 4 4m 158 9m 508 
6 7m 15m 
(Luitpold)を正常雄性家兎 2頭rc0.5 ccjkg宛静注
して得ナこ成績を比較検討すると，注射後 1j2~11j2
時間では水解物の方が抽出物よりも短縮の度著しい
が2時間以降では殆んど差がなかった(第4c表)。 
6) 家兎網状内被系 (R.E. S.)機能K対する作
用 
R.E. S.は Ascho妊，清野らの生体染色の研究に
より組織解剖学的ば体系づけられてから，その機能
花関しては数多の研究業績が発表され貧喰作用，抗
体産生，諸種新陳代謝，解毒，酵素形成，血球生成
及び破壊，血液凝固等極めて多岐に豆り，特lと生体
抵抗機能K極めて重要なものであるので、肺水解物の
本系統K対する作用を検討することは意義のあるこ
とと思い次の如く実験を行った。
実験方法: 
Adler -Reimann(13)の Congored法(1のに拠った。
本法だけで R.E. S.機能を窺うには諸家の注意も
演 固時 間
開 始|完 結
7m叫 14m必 s 前 
4m30s 11 m 408 
結 
凝 固時 間 
始|完 
5m州陶308
3m 308 9 m 30s 
2m 308 6m 
3m 30s 7m 30s 
5m 10 m 308 
6m 30s 12m 
4 6m 50s 13m 
あり難しい場合もあるが，略々推定されるとは大方
の一致したところである。 
1% Congo red生理食塩液溶液を滅菌して予め
絶食せしめた健常家兎の耳静脈内に 1ccjkg注射
し， 4分後及び 60分後の 2国対側耳静脈より採血 
(2cc血沈用注射器に 5%Na citricum 0.2 ccを入
れて1.8cc採血す)，直後遠心沈澱 (2000rpm，20 
分)して血撲を分離， Ostwaldのピペットで正確に 
1.0cc宛採り(便宜上更に生理食塩液Kて5倍稀釈
して)， Leitz製光電光度計(フィルター 520の緑
色)Kかけ血撲中に残存せる色素の濃度を 1万倍 
Congo red血緊溶液を標準液として比色定量して
着色濃度 (mgjdl)を求め， 4分後の血撲の着色濃
度比対する 60分後の濃度の比の百分率を本色素係
数とした。従って本係数の減少は R.E. S.機能の
充進を意味する。本法反覆施行の際，前回の影響を
顧慮する要がある。山形(5)は短時間では係数増加
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第 5表家兎 R.E. S.機能に及ぼす作用 (Congo red法〉
月日 1 月 4 日 1 月 10 日 1 月 17 日 1 月 24 日 1 月 31 日 
<i・
度の 
7日間皮下 無処置
日IJ 注射後兎 7 日後 14 日後 21 日後 
4m 60m 
g伊〓数U係dl1iln血度白 46md1|m60d濃後Ufum)係dl!mm体重 濃後4e度の 60EL度白mdl1l|A Aご工L数No. 性 46mdl|皿濃後度 4gmm濃後g度白バl 係数j/d1 CrOeIld 濃後08m'dl Croendgo mの6度の濃後 
60mlCroendgo 
m係数1灘後のdl度由g/濃後 
AnL
m
濃後度の 
係数g 
2050 24.40 39.3 27.00 10.65 39.4 27.75 10.85 39.141 
43 
27.00 9.60 35.6合
2200 31.25 14.301 45.8 123.801 6.75 28.4 29.40 12.80 43.5 24.40 7.55 30.9 25.00 10.40 41.6合
44 2100 25.00 13.851 55.4I20.001 6.50 32.5 21.30 11.00 51.622.20 8.95 40.3 22.75 11.65 51.2合
46 2100 135~70 29.4015.40 43.1 33.35 12.05 36.1 31.65 9.601 30.3 126.30 12.50 47.5合
47 27.75 10.001 36.02350127.00 10.85 40.2 31.25 11.10 35.5 29.40 12.501 42.5 131.25 13.85 44.3合 
己到
 
79 j.1-
濃後 
平 均 I46.81 I33.21 1 39.0 I 
増 減 1-13. jc-7.8 j61 
己f
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第 7図家兎 R.E. S.機能花及ぼす作用
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するといい，武石(16)は2日後，別府(17)は14日後に R. E. S. K対して，本法のみで検索し切れるもの
は次回への影響なしとしているので，私はその中聞 でない ζとは自明の限りであるが，本法によって一
をとって 7日間隔とした。 応の見当はつく筈である。叉山形(15)によれば寒暑
成熟家兎の Congored係数正常値は 40，_.60で に影響され，夏季iζ高く冬季に低い係数値を呈する
あるので， そのような家兎(何れも体重 2kg以上 ものが多いようであるが，私の今回の実験成績も冬
の雄) 5頭を選んで検体 4ccJkg 1日1回7日関連 季施行の故か正常値40，_.60の低い限界K近いもの
続皮下注射した。 が多かった。 とにかく本実験によって肺水解物が 
実験成績:(第 5表〉 R. E. S.機能を賦活し而も或程度持続する ζとが
検体注射前の平均 Congored係数 46.8を対照と 明らかとなった。
し7日間注射直後のそれは 33.2で 13.6の減少，更 きて肺水解物iとは以上若干の見るべき作用を有す
に注射終了後引続き無処置7日後， 14日後及び 21 ることが判って来たので，次にその呼吸器のもって
日後のそれは夫々 39.0(ー 7.8)， 38.9 (ー 7.9)及び いる機能そのものについて検討してみた。
44.0 (ー 2.8)であった。換言すれば 7日間注射終了 第 2節特に呼吸器系に対する作用 
直後 R.E. S.機能は明らかな充進を呈し，爾後2 A. 摘出臓器に対する作用
週K亘って尚も充進し 3週後民至って漸く旧民復し 摘出基肺応対する作用(附8図〉。
与、 
t-
にく第 7a及び b図)。 懸垂法によって検したととろ 1 :1，1: 10，1: 20 
小考: 及び 1: 50では緊張の上昇が認められたが 1: 100 
先に述べた如く極めて多彩な諸機能を有する では明らかでなかった。
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誌葉
2) 摘出海摂気管lζ対する作用〈附9図)
懸垂法Kよって検したと ζろ 1:.1，1: 10及び 1: 
20で緊張の上昇が認められたが 1:)0では明らかで
なかった。 ι 
B. in vivo における実験
次K然らば呼吸器官の機能に対して如何なる影響 
を与えるかを検討しようとして気管分担、，咳敢発作
及び Histamine鴨息についての生体実験を行つ
Tこ。
1) 家兎気管分泌托及ぼす影響
実験方法:
作野及び峰下氏法によった。即ち健常家兎に検体
4ccjkg耳静脈内注射後3時聞を経てから，色素液
として Phenol-sulfophthalein-mono-Naの 0.6%
水溶液を 2ccjkg静注して 30分後，空気エンボリ
ーを起させて屠殺，前頚部切開して気管を露出せし
め，気管の上下両端を夫々結熟し気管腔を閉鎖して 
摘出し， Formalin固定後，上端なる戸帯雛襲を通
してカニューレを気管腔内K挿入し，連結した 5g
注射器1[.5%重曹水 5ccを充してピストンを動か
し気腔管内を洗撫する乙と 30分間，得たる洗糠液
を Beckman式光電分光光度計にかけて色素濃度
の定量を行った。 
対照には生理食塩液 4ccjkg静注を以つでした。
参考として 1%塩酸 Pilocarpine0.5ccjkgの場合
も検討した。
実験成績:(第6表〉
対照群5頭の平均色素濃度は1.066，Pi10carpine 
ち8kg前後の無麻酔犬の気管を露出し， y字型管
カニューレを挿入し，気管側壁を走る神経を傷つけ 
ぬように結設する。カニューレの外部K露出せる管
口は T字管を介してタンブール民連結し，他の管 
口からは馬尾毛を束ねた特殊刷毛を挿入して空気の
1洩れぬよう lとしてから，とれを運動させるととによ
り30分間隔に 30秒ずつ刺激を加えて咳搬を発せし
め，咳!欺発作並び民呼吸運動を描記した。 
実験成績:(附 10図〉 
検体 4ccjkg股静脈内に注射すると咳撒発作を抑
止レ得なかったが，咳蹴曲線の振幅の減少の傾向が
見られ，且つ呼吸運動は 1時聞に亘って鎮静緩和さ 
れるのが認められた。
以上は機械的な局所刺激による駿歎発作の実験で
あるが，今度は自然発生的咳敷発作を伴う場合を攻
究する乙とにした。
2) 海狽実験的 Histamine瑞患に対する作用
咳!駄を伴う呼吸器疾患の代表的なものとして肺
炎・肺結核・気管支鴨息等が挙げられるが，特K咳
歎発作の著明な気管支鴨息に対する効果を観察しょ
うとして動物実験K関する文献を見るiζ，実験的輔
息発作K関する基礎的研究として Friedberger<仰
(1911)は，馬血清で感作した海演に馬血清を滴下
せしめてアナフィラキシー性肺炎を起してから，他
の研究者が感作抗原を噴霧吸入せしめることによつ
て気管支哨息を起す乙とに成功して以来 1940年迄
は，専ら抗原抗体反応の基礎の上に成立つアレルギ
~性職息についての実験報告であるが，間もなく抗
のそれは1.865であるので，検体投与群5頭の平均与 Histamine剤の登場と相前後して瑞息発作の予防
色素濃度1.233は前二者の中聞に位し，即ち対照よ 効果の検討に乙れらの実験が応用されるに至払
りも分泌増加の傾向を示したがその程度は Pilocar- SchaumannC20)等iとより .Histamineを噴霧吸入せ 
pineより劣る。
2) 犬咳l肱発作iζ対する作用
実験方法:
加瀬(18)第1法K若干の改変を加えて行った。即
しめて海摂iζ気管支瑞息を起させる ζと，及び ζれ 
が抗 Histamine剤で軽快するものであると報告さ
れた。
従って逆に抗 Histamine剤の効力検定のために
第6表 家兎気管分泌に対する作用 
対a. 照 b. Pi10carpiile 
兎Nol三 素 濃度 素 濃 度 兎同色 素 濃 度
可 ム  
ヴ 
qUFhd
aQU 
nLAιEGUOOAU
1.044 1.354 11 1.875 
1. 1.255 12 1.854 
1. 1.113 
平 1.865 
1. 1.233 
' i
1. 1.214 
109 
014 
062 
102 
平 1.066 平 1.233 
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Loew(21)等は， Histamineの晴息発作誘発装置を発
・表して以来，	 アレルギー鳴息に比して Histamine
鴨息の方がより簡単11:，且つ確実に発現せしめ得て
而もアレルギーの一面を解明する Histamine学説 
K則り，抗 Histamine剤又は抗痘撃剤の効力検定
に本実験が専ら用いられるようになーった。
そ乙で私は実験的frHistamine哨息を誘発せし
めて，肺水解物のそれに対する抑制効果を検討しよ
うと企てた。
まず実験瑞恵、誘発装置であるが， Loew等の考案
したものを遠藤(2)が改良を加えた装置を模作して
使用した。その構造は上部は海漢民煙霧状の抗原を
吸入せしめるガラス張の箱〈底面金網張〉と，下部
は抗原溶液を煙霧状の超微粒子にして噴出せしめる
部分(特殊な二重金属管，ガラス製円柱容器及び送
気用コンプレッサー)から成立つている(第 11図
参照〉。
第 11図 実験鴨息装置模型図
哨息発作惹起方法:
塩酸-Histamine4 mgjcc水溶液を 50cc下部円
柱容器K入れ， コンプレッサーにて 3分K豆り 50 
cc全部を上部箱内K納められた海摂に噴霧吸入せ
しめ鴨息発作を惹起させると，気管支狭窄を主徴候
とするいわゆる噛息様発作乃至ショック症状を呈す
る。乙のショックの度合即ちショック度は Haag(23)
の法K準じ第 7a表K掲げた如く 6種応分類し，更
にショック度よりショック係数を算出して判定し 
Tこ。
実験成績:(第 7b表〉 
300g内外の海摂 20頭を 5頭ずつの 4群に分ち，
予め 7日間毎日 0.5ccj100g又は 1.0ccjl00 g皮下 
第7表
a. ショック度
症	 状
0 
1 
2 
3 
4 
5 
b. 海狭 Histamine晴患に対する作用
2.6明伊I 1: 1.1.1 1.1 
1.8h/官Og上11.1.11:1.: 
5.032前首:引 1 I 1 I 1 

対 照 1~ I I g 1 1 I I 4.2 
注射した群と， Histamine噴霧30分前11:1回 0.5 
ccj100g皮下注射した群及び無処置対照群の 4群を
比較検討したととろ，連続注射群のショック係数は 
2.6及び1.8で対照群の 4.211:比し明らかに発作抑制
的K作用したが， 1回注射群のそれは 5.0で対照と
同様に発作発来を抑制し得なかった。
叉乙れらの試獣を解剖して肉眼的K観察したと乙
ろ，対照群並びに単一注射群においては肺臓に点状
乃至地図状出血斑が見られたのに反し，連続注射群
においては出血斑を認めなかった。
第3節抗原抗体反応に及ぼす作用
前節lとおいて抗原抗体反応の一つであるアナフィ
ラキシーの場合と極めて酷似した症状を呈する Hi-
stamine-鴨息発作を抑制乃至予防し得たのでこの度
は抗原抗体反応K対する作用を検討してみることに
した。
まず第ーに挙げられるのが沈降反応である。
1) 沈降反応に及ぼす作用
沈降反応の従来の方法である抗原のみ稀釈する 
Uhlenhuth法を採らず， Crorilwen<仰に倣い抗体
を含む血清即ち抗血清の濃度を系統的に変じて重層
法によって一定時間反応させ，その稀釈度の高低iζ 
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より抗血清の強さを評価，換言すれば抗体価を定量 
する。
実験方法
家兎lζ無菌の正常馬血清 1cc宛隔日 6回静注し
て最終回の 5日後に採血，溶血を避けて分離して得
た抗血清を 560CK調節した湯漕K30分間浸して非
働化し， 1%アラビアゴム溶液を以て 2倍稀釈以下
倍数稀釈して夫々内径4mm長さ 7cmの沈降管に
移し，之児童層する抗原としては馬血清の 2倍及び 
1: 32--64 (5例平均 1:57.6) K比し低目であった
ので本反応に対し抑制的に作用するものと思われ
る。
乙の沈降反応は液性の抗原応対して試験管内K行
われた緒方〈加の謂わゆる液体反応であるが，同じ
く液性の抗原に対して組織自体が反応を起す代表的
な組織反応はArthus現象とアナフィラキシーで
ある。
2) Arthus現象に対する作用， 
8倍稀釈せるものを用い 370C2時間で、判定した。Arthus現象とアナフィラキシ{とは本態的Kは
検体投与は抗原注射開始と同時に始め 4ccfkg宛 同じようなもので後者の全身性なのに対する局所の 
1日1回 10日関連続皮下注射した。 アナフィラキシーと謂える。
実験成績(第8表) 実験方法(26)
検体投与群の沈降反応は抗原 8倍稀釈の方が同じ 体重 2kg以上の雄性家兎 10頭陀無菌の正常馬血
く2倍稀釈のものよりも抗体価が高いがそれでも 清 2cc宛を 3日毎 6回静注して沈降反応によって 
1: 16，..32 (5例平均 1: 22.4)で無処置対照群の 抗体の高まるのを確認し，最終感作の 5日後皮膚脱
第 8表沈降反応〈重層法)rc対する作用 
a.対照群
番号兎
抗 血 清 稀 釈 
1: 1 1:2 1:'4 1: 8 1: 16 1: 32 1: 64 1: 128 1: 256 
抗 
原
稀 
釈 
2x 
PK1 
グ 2 
グ 3
/1 4 
グ 5
十
+ 
+十 
+十
十
十
十 
+ 
+ト 
+十 
十 
+ 
十 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
十
一
+ 
+ 
十
一
一 
一
一
8x 
PK 1 
グ 2
グ 3
1 4 
グ 5 
+十
什
十+
+十
-It 
+十 
+十
十ト
十ト 
+十 
+ 
十 
十ト 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
十 
十
+ 
十 一
一
+ 一 
十 一
十 一 
b.投与群
番兎号
抗 血 清 稀 釈 
1: 1 1:2 -1: 4 1:8 1: 16 1: 32 1: 64 1: 128 1: 256 
抗 
原
稀 
釈 
2x 
PL 1 
グ 2 
グ 3
1 4 
グ 5
十
+ 
十
十
十
十
十 
十 
十 
十
十 
+ 
+ 
+. 
十
+ 
十
+ 
+ 
十
十
十
一
一
一
一
一 
8x 
PL 1 
グ 2 
グ 3
グ 5
十
+ 
十
十
十 
十 
十 
十
十
+ 
+ 
+ 
十
十
十 
十 
十 
十
十 
+ 
+ 
+ 
十
+ 
+ 
+ 
一
一
一
一
一
一
一
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毛部rc.馬血清 0.25ccを皮内注射して Arthus.現象
を出現せしめた。
その中 5頭陀検体 4cc/kgを感作開始と同時に 1
日1回連続2週間皮下注射した。
実験成績(第9表)
典型的には皮内注射 5---6時間で局所K水腫，出
血乃至壊死を呈し始めるが 24時間後の結果を見て
判定した。判定の規準として局所の変化を四つの目
標K分け，工水腫， ll充血， JI 出血，百壊死，
とすれば第9表K掲げた如く，対照群の E 及び IV
即ち出血並びに壊死を伴う K比し検体投与群は E
及び Eで充血乃至軽度の出血に止まったので本現
象K対し抑制的に作用するものである ζとが明らか
になっ?こ。
第9表Arthus現象に対する作用
lV.壊死 JI.出血 
IL充血工.7]¥.腫
|兎番号|性|学|抗体価 l~th:llV 
対 AK 1 合 2180 1: 64 JI' 
グ 2 合 2200 1: 128 E 
グ 3 合 2050 1: 128 百 8x7 
u 4 合 2120 1: 128 lV 7x7 
照
グ 5 合 2070 1: 64 E 
肺 AL 1 合 2330 1: 32 ll' 
u 2 合 2410 1: 64 JI' 
解注射2水液 グ 3 合 2250 1: 64 E 
u 4 合 2310 1: 32 E 
週 グ 5 合 2030 1: 32 E 
尚本現象は家兎lとおいては緒方・石田(26)のいう
如く実験 1)及び 2)を通覧して沈降反応の抗体価
の高いもの(例えば対照群の如き〉は本現象強く現
われ，低いもの〈例えば検体投与群の如き〉は弱く
現われるのを確認した(第 12図〉。
第 12図 Arthus現象と抗体価 
Arthus現象 
w ~~ 
N' 
囚 。a‘与 
OA 
対 
2.2 
2.4 
4.0 
第死獣を解剖すると Auer-Lewis現象として知
られている如く，やはり肺に著明な変化があり，気
腫状又は水腫状K容積増大し弾力性軟であって蒼白
貧血様，諸所l乙出血斑が見られた。肝，腎は欝血を
3) 実験的アナフィラキシーに対する作用
沈降反応の際の抗体である所謂沈降素が密接に関
連していると考えられるもう一つの劇的な組織反応
が本項の全身アナフィラキシーである十本反応が起
るためには血液中にあまり多量の抗体が出て ζない 
ζとが必要条件なのであって，従って抗原を少量投
与するとと及び誘発注射の方法とが局所アナフィラ
キシーである Arthus現象と異なっている。
実験方法
体重 300g内外の雄性海摂 15頭K感作処置とし
正常馬血清の 250倍稀釈液 1ccを皮下注射しおき， 
2週後に馬血清 0.05cc (経験的に割出した〉を後肢
静脈内に注射してアナフィラキシーを誘発せしめ，
判定は前記 Haag法K準じショック係数を以って
表した。(第 7a表参照〉。 
15頭を 5頭宛の 3群lζ分ち検体 0.5cc/100g又は 
1cc/lOOgを誘発注射の 1週前から 1日1回 7日関
連続皮下注射した 2群と無処置対照の 1群とした。
実験成績(第 10表〉
検体 0.5cc/l00g注射群のショック係数は 2.2， 
1cc/100g注射群のそれは 2.4であったのに比し，
無処置対照群のそれは 4.0であったので明らかに検
体注射によるアナフィラキシー抑制効果が認められ
?こ。
第 10表海狭実験的アナフィラキシ-1[.
対する作用
ショック
数 
皿' 。
。 
呈した。
0肺水解物
&対照 次lζζの様な海袈アナフィラキシ{ショックの起
E 
n' 
る機序を探るための一つの方法として，抗原を以て
1' 感作した海狭から諸臓器を摘出して同じ抗原を適用
t九体価
上 19 f:32 1.64 1;128 L 2号61: 512 させて当該臓器の収縮乃至痘撃を見ょうとする謂
-952ー 千葉医学会雑誌 第 35巻
わば invitroのアナフーイラキシーである Schultz-
Daleの実験(27)を試みた。 
4) Schultz-Daleの実験に対する作用

実験方法

体重 270g内外の海狭 K抗原として 0.1%卵白 
Albumin 1 cc若くは 2cc皮下注射しおき 3週後K 
10%卵白 Albumin0.1 cc静注して典型的アナフィ
ラキシーショック死を起した乙とを確めたのち残余
の感作海摂より腸管・子宮を摘出し， 380C恒温槽
中K懸垂してその収縮を描記できるように装置し，
その湯槽の液 (Tyrode液〉の中へ抗原である 10%
卵白 Albuminを滴下，湯槽の液が Albumin2: 
104の濃度lとなると急K収縮するのが認められた。
実験成績(附 13a &b図〉
検体 1cc/l00gを予め本試験施行前の 7日聞に豆
り毎日 l回皮下注射した 3頭の群は然らざる対照群
よりもむしろ強い収縮が認められた。
小考
先に第1節の実験で検体が摘出海狭腸管・子宮を
収縮させたので今回の如き予め注射による生体内適
用の場合でも本実験の対照例の収縮よりも急激に強
く現れたととは一応領けることである。
然し invitroのアナフィラキシーとも謂うべき
本実験において ζのように諸臓器(例えば腸管・子
宮)が急激に強く収縮したので、は，とても全身性ア
ナフィラキシーを抑制できそうもないに拘らず事実
は前記 3)の実験で明らかな通り抑制し得たのは，
アナフィラキシーを起す原因がそれらの臓器にある
のではない ζとを本実験が示唆したに外ならない。
次lと組織学的変化がArthus現象K酔似している
Shwartzman現象K対する作用を観察するととに
した。本現象は真の抗原抗体反応ではないが，抗原
性のある或る活動性物質の注射によって組織の変調
を来すのをその惹起条件とする ζとから，乙の組織
K対する変調作用を抗原抗体反応も行うという意味 
で範鴎に入れた。
5) Shwartzman現象K対する作用
G. Shwartzman(28)(1928)が発表した方法は腸
チフス菌の培養憶液の一定量を家兎の皮内K注射し
とれが Shwartzman耀液中の活性物質に相当し，
且つ定量的に計測し得ると発表した。
実験方法
武田・花新発に倣い Shwartzman憶液の代りに伝
染病研究所第 3研究部より分与された Sh.坦exneri 
6Type eMita)の菌体から分離精製した内毒素を
以つでした。
準備注射:予め健常雄性家兎の背部・側腹部を勢
万及び脱毛剤を以て脱毛しおき，前記内毒素を 0.25 
cc中に夫々 507，25r，lOr，5r及び 2rを含む
よう托生理食塩液で稀釈して脱毛部皮内各所K少く
とも 10cmの間隔をおいて皮内注射した。
惹起注射:準備注射の 24時間後 K同じ内毒素 
300 rを静脈内注射して 6時間後K成績を判定し
た。
検体投与群 (5頭)I乙は予め準備注射の前 10日間 
K 4cc/kg宛毎日 1回皮下注射しておいた。
実験成績(第 11表〉
反応の強さの判定には次の標準Ir.拠ったo 
IV:最強反応で典型的な強い出血性壊死
 
JIT:出血乃至極めて軽度の点状壊死

1I:出血性変化のみに止まる

工:浮腫のみ著明 
o:陰性，多少の浮腫程度のものはこれK属させ
る。
無処置対照群 (5頭〉は弱反応の 1例を除き 25r 
及び 10rを準備注射した箇所KIV度即ち壊死を呈
し， 27の所は陰性であったのに比心，検体投与群
は，25r及び 10rの箇所では E度即ち出血性変化
のみに止まった。 (1例のみ 25rの箇所KIIT度を 
呈した〉。
尚 50rの箇所は活性物質過多のため反応が強過
ぎて現われ両群共 IV度を呈するもの多く，その典
型的出血性壊死の縦横径を計測して，点状を土， 10 
mm以下を+， 11---20mmを+ト， 21--30mmを
十時で表わすと対照群(十， -J+， -J+，冊〉と投与群 
(:t， +， +， -J+)との間に僅かに有意の差を見出 
せる程度であった。
以上の実験成績により検体は特殊の型の出血現象
翌日同じ濡液を静脈内K注射すると数時間後Kはそ・である Shwartzman現象を抑制したといえる。
れ迄大した変化の見られなかった皮内注射の箇所に
強い出血乃至壊死が起って来るというのであるが，
乙れを改変して武田及び花新発(29)(1952)は腸チフ
ス菌漏液の代りに Shigelladysenteriae 2 Type 
(Ohno)菌体内毒素の Alcali分解産物を以ってし，
第 4節詐特異的作用
一般に臓器製剤は非特異的変調療法K用いられて
いるが，臓器水解物にもそのような作用が有るや無
しゃを検討するためK実験的に皮膚に造設した創傷
の治癒K対する影響を観察した。
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第 11表 Shwartzman現象K対する作用
〔注J IV.強い典型的出血性壊死 工.浮腫のみ著明 
JI.出血~軽度の点状壊死 o.陰性
.出血性変化K止まる 
兎 体 判 定
対 
照 
解肺水液注射 
番 
」ロザ 
SK 1 
グ 2
グ 3
Q 4 
Q 5 
SL 1 
グ 2
グ 3
Q 4 
グ 5
f性
合 
合 
合 
合 
合 
合 
合 
合 
合 
重 
g 
2270 
2350 
2120 
2050
2160 
2230 
2320 
2250 
2190 
2r 5r 10r 25r 
。 E 百 IV。 工 E lV。 。 。 E 
.0 工 JI IV。 。 E E 
。 。 。 E。 。 E E。 。 E E。 。 。 E。 。 。 I 
50r 
百 
lV 
E 
IV 
lV 
IV 
百 
E 
E 
E 
|縦 径|判定横
22x18mm -t十
18x17 十
15x16 +十.
7x9 十
9x9 + 
15x18 +十
+ 
十
マウス実験的創傷治癒K及ぼす作用 々薄く塗布し，毎回塗布直前広仮性被膜乃至廊皮を
最近 H.P. Wachter<30)(1955)が肝氷解物が海摂 剥離して創面の変化を観察し，創面積をセロファン
の実験的創傷K対して直接結合織増殖K与り創傷治 紙に透き写してプラニメ{ターを以て計測し，創面
癒を促進したと報じているので，それK関連して私 中央の梢々強固ならざる癒痕組織が 5mm2以下に
はマウス花実験的K造設された創傷に対する肺7.K解 なった時を以って治癒と見倣した。
物の作用を観察した。 実験成績
実験材料(第12表〉 工 組織欠損創面における第2期癒合の肉眼的所
米国局方却の親水 Vaselineを基剤とし肺水解 見(第 13a表〉
物〈粉末)，蒸溜水各々 4g fr.基剤を加えて全量40g 対照群 (6頭)fとおいて背部中央に作創直後は創
とした 10%乳剤性軟膏(油中水型)fL作り，対照 面貧血性で反応現象なく，数時間後K充血と惨出液 
Kは蒸溜水のみを加えた乳剤性軟膏を以って塗布用 のため腫張し表面は仮性被膜で被われた。翌同即ち
とし，別に注射療法として肺水解液をそのまま注射 第 1塗布日になると赤い軟かい肉芽組織層が主とし
用とし対照には生理食塩液を等量用いた。 て辺縁より生じて次第に拡がり，第3日目 Kは全創 
第 12表乳剤性軟膏 (WjO型) 
IControl ointmentHydrophi1ic Petrolatum I'-'VUl.LV 
u.S. P. XIV I aq. dest. 
H. P. ad 40.0Cholesterin 30.0 4.0ヤlzt|ムlL門τ 
Stearylalcohol 30.0 IHydrolysate Ointment 
44
却 
- 十  H d nununUy r o v d- Ma e
ahWhite wax 80.0 
White petrolatum 860.0 aq. dest. 
H. P. ad 
，
Aノ
癒痕実験方法
成熟せる体重 20g前後の雄性マウスの背部中央 中lztlムlL2に眼科用銀を以って直径 13mmの円形弁を切離し
日 日
て約 120mm2 2J:ifl:5γl:;の組織欠損創を作り，局所を被覆することなく翌日を第1日として毎日 l回前記軟膏を夫
照物
解
対肺
νハ
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面に達した。一方上皮の新生は第 4~5 日 K始ま
り，平均 13.5日で薄い上皮が肉芽全面を被うように
至り，第'21日で撒痕治癒した。
検体投与群 (6頭〉で、は， 第2日自民肉芽組織が
全創面に拡がり，第 3日自には早くも上皮の新生が
始まり，第 9~10 日(平均 9.5 日)には肉芽全面は
薄い上皮を以て被われて，対照群より 4~5 日早自
民癒痕治癒した。 
E 創面積の変化(第 14a図〉
対照群及び検体投与群は切創日創面積は約 120
mm2から 20min2内外の拡大をみ，第 5日目より 
縮小し始めてから治癒K至るに要する日数は対照群 
の平均 21日なのに比し， 検体投与群は平均 16.5日
でかなり短縮した。
第 14図 マウス実験的創傷面積 
(6頭ずつの平均) 
a. 軟膏塗布法
創面積

町1m2

;七
60 
50 
、、 
  
40 

qdη4n u n u n v
4・ 
m i
E 注射法による成績(第 13b表〉 
20g内外の 6頭のマウスに検体 0.5cc/10gずつ
毎日一回皮下注射し，同じく 6頭の対照群には生理
食塩液を等量注射して，塗布法と同様iζ痴皮を剥離
して創面の変化を追及したととろ注射群は第 5日で
肉芽組織が創全面に拡がり第6日に上皮の新生が始
まり，平均 15.5日で創全面を被い， 第23日で搬痕 
治癒した。
検体投与群では第4日で肉芽組織が全創面K拡が
り，平均 4.5日で上皮が新生し，平均 10日で全創面
を被い対照より 4日程早く平均 19日で治癒した。
併し注射法は局所塗布法K比して精々緩慢な経過
を辿って治癒するのが認められた〈第 14b図〉。
第 4章総括及び者按
肺水解物iと関する以上の実験結果を総括して次の
如く考按する。
まず化学的性質を検討して肺水解物中には Tyro-
sine，Taurineほか 7種の Amino圃酸及び Polype-
ptideを含有し，且つ少量の糖質を含む如くである
が， Amino-糖などを確認し得ず，尚 Histarnineの
存在は認められない。
次tζ薬理学的性質の中，まず摘出臓器応対する作
用を見るのであるが，水解物本来の働きが invivo 
で肺を介してその作用を具現するので，摘出臓器K
対する作用によって本水解物の作用をトすることは'
むずかしいといわざるを得ない。併し私は本実験に
おいては次の如き事実を肯定する。 
1) 基心臓運動を抑制する。 
2) 基後肢血管K対しては殆んど作用を認められ
ない。 
3) 家兎腸管運動を抑制し，且つ.Histamine に
よる緊張上昇を抑制するが. Acetylcholine による
それを抑制しない。 
10 15 4) 海摂腸管の緊張を高めるにも拘らず， Hista-
¥‘、¥「ぐ
¥¥、・4¥ 
mine Kによる緊張上昇 対してはとれを低下させb. 皮下注射法創面積 
mm' mmm
- cd
∞
別加初 
ω
hillii
M
50 
る。 しかし AcetylcholneKよる緊張上昇には拾
抗しない。 
3)及び 4)の実験成績によって本水解物の抗 
-..Ir"'-対照 Histamine 作用の一端を示唆しているようである。 
4 ・唱・Illi水Wt物 
5) 海摂子宮を収縮せしめる。尚 Histamineに
・‘、一.¥、 一¥一
数口 同
¥、一
一 、
¥¥一
¥¥一、 --XFU
40 
30 
20 
・10 
よる収縮に対してはその前後民投与するも弛緩せし
めず却って増強する。
同様の結果が invitroのアナフィラキシーとい
われる Schultz-Daleの実験にも現われる。即ち 
6) Schultz-Daleの実験において海摂子宮収縮
並びに腸管緊張を増強する。 
7) 基肺の緊張を上昇せしめる。 
8) 海狭気管の緊張を上昇せしめる。
次iと水解物本来の作用を発揮する invivo にお
・ける観察では
1) マウス背部皮下1[.1 cc/10g投与して異常が
現れず。
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2) 家兎体温に及ぼす影響はなく。 1)'肺水解物中lとは Tyrosine，Taurineほか 7 
3) 家兎血圧を一過性に軽度上昇せしめ，その際・種の Amino-酸及び Polypeptideを含有し，且つ
呼吸運動に対しては一過性増幅とその後の抑制を来
たす。 
4) 家兎血液像に対し偽好酸珠の増加による白血
球増多と血小板並びに網状赤血球の増多を招来す
る。 
5) 家兎血液凝国時聞を著しく短縮する。 
とのの及び 5)について考按するに，との白血
球増多作用は炎症などの初期急性期比まっ先に活躍 
する頼粒細胞の増加を伴なっているので臨床上の意
義が考えられる。而も血液凝固に主役を演ずる血 
小板も亦増多し，且つ肺臓抽出物血液凝固促進剤 
Claudenと対比して見て本物質が血液凝固促進剤
として意義を有する事も考える乙とができる。 
6) 家兎R.E. S.機能を允進する。
血液凝固の機能も兼有する R.E. S.全般の機能
を充進するので， 5)の性状は当然といえるし， 又
摘牌家兎の凝固遅延を阻止することも領ける。 
7) 家兎気管分泌を増加せしめる。
とれは副交感神経末梢を刺激して気管支筋の緊張
を高め気道粘液腺分泌を 1促進する PiIocarpineよ
りは劣るが， ζの点においても治療学的意義のある 
ζとを思わしめる。 
8) 犬咳敗発作は殆んど抑制し得ない。 
9) 海狽 Histamine鴨息の発来を抑制する。
そζで抗原抗体反応の中アナフィラキシーに対す
る作用を検討すると， 
10) 海摂実験的アナフィラキシーに対し抑制的効
果を有する ζとが明らかとなり，かかる全身性アナ
フィラキシ{を抑制するくらいであるから局所アナ
フィラキシーであると ζろの 
11) Arthus現象に対しても抑制的に作用する。 
Arthus現象の強弱と抗体価の高低が平行する 
12)沈降反応の出現応対しても抑制的に作用する。
更に 
13) Shwartzman現象K対しでも抑制的効果を
有する。
また， 
14) マウス実験的創傷面応対して本水解物の局所
的適用』とより治癒過程を短縮する。
第 5章結 論 
少量の糖質も含む如くであるが確認し得ず。尚 Hi~
stamineは存在せず。 
2) 摘出基心臓運動を抑制す。 
3) 基後肢血管tζ対し殆んど作用を呈しない。 
4) 摘出家兎腸管運動を抑制し，且つ Histami~ 
ne による緊張上昇を抑制するが， Acetylcholine 
児よるそれを抑制しない。
5') 摘出海摂腸管の緊張を高めるが， Histamine 
による緊張上昇K対してはとれを低下させる。
Acetylcholine Kよる緊張上昇には括抗しなわ。
6) 摘出海摂子宮を収縮せしめる。尚 Histami-
ne Rよる収縮K対しては弛緩せしめない。 
7) Schultz開 Dale実験において海摂子宮収縮並
びK腸管緊張を増強する。 
8) 摘出基肺の緊張を上昇せしめる。 
9) 摘出海摂気管の緊張を上昇せしめる。 
10) マウス一般状態には著変を来きない。 
11) 家兎体温K及ぼす影響はない。 
12) 家兎血圧を一過性K軽度上昇せしめ，呼吸運
動に対しては一過性増幅とその後の抑制を来きしめ
る。 
13) 家兎血液像に対し偽好酸球の増加による白血
球増多と血小板並びに網状赤血球の増多を招来す
る。 
14) 家兎血液凝固時間を著しく短縮する。 
15) 家兎 R.E. S.機能を充進する。 
16) 家兎気管分泌を増加する。 
17) 犬咳|欺発作を殆んど抑制しない。 
18) 海摂 Histamine瑞息の発来を抑制する。 
19) 抗原抗体反応の中，沈降反応に対し抑制的に
作用する。 
20) Arthus現象に対し抑制的K作用する。 
21) 海摂実験的アナフィラキシーに対し:抑制的
効果を有する。 
22) Shwartzman現象を抑制する。 
23) マウス実験的創傷治癒過程を短縮する。
稿を終る lζ臨み，終始御懇篤なる御指導並び 
K御校閲を賜わった所長，大沢勝博士K衷心
より感謝の意を表します。
以上の総括及び考按iζ基き私は次の結論に到達し 本論文の要旨は昭和 29年4月7日第27回日本薬 
Tこ。 理学会及び昭和 31年 4月6日第 29回日本薬理学会
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附2図摘出基心応対する作用 
1: 50 R 
時記68
附3図摘出家兎腸管に対する作用 
a. 
↑↑↑ 
1: 100 1: 50 T 
b. 
時記68
時記68 
↑↑ ↑↑ 
Histamine T 1 : 50 Histamine 
1: 105 1: 105 
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附4図 摘出海摂腸管に対する作用 
c. c.a. 
時記6s 
↑ 
1: 500 T 
時記6s 
JhOH
一目【
→ 
ω〈
+J +100
同日同 
。 。 。  
T

由 
判 
+l
ω明 国
()HHH
+1000HHH→。 。 回 一 同  + J400NhH +100HHH 
T 
岡 山  
HHH 
附5図 摘出海摂子宮に対する作用 
a. b. 
時記6s 
1: 500 T 
時記6s
↑ ↑ヘ
Histamine T 桔~ 8 
.;:4"'" Ln5: 107 国・・ 
l.() M 
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附6図 家兎血圧及び呼吸に関する作用 
血圧
呼吸 
↑ 
4 cc/kg 
時記 68
附8図 4 摘出基肺に対する作用 
↑ 
1: 50 
時記6s
附9図に摘出海摂気管l乙関する作用 
1: 10 
時記 6s 
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附10図犬咳蝦発作応対する作用 
↑↓ ↑ ↑↓ ↑J ↑↓ 
30s刺激 4 Gc/kg 30s刺激 30s刺激
附13図 Schultz・Dale実験K対する作用 
a. 海摂子宮
(対照〉 (肺水解液〉 
↑ 
Albumin T Alb. T 
1: 5000 1:5000 
b. 海狽腸管
〈対 照) (肺水解液〉 
↑↓ 
Alb. T Alb. T 
1:4000 1:5000 
